
平成３０年度

教育委員会の点検・評価表

大館市教育委員会

教育総務課



 

 

Ⅰ 点検・評価の主旨について 

 

１ 点検・評価の主旨 

   地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第１項に基づき、教育委員会は毎年、

その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関す

る報告書を作成し、議会に提出するとともに、公表しなければなりません。 

 本市教育委員会では、この法律の主旨にのっとり、効果的な教育行政の推進に資するとと

もに市民に対して明確でわかりやすい説明を行うため、本報告書を作成し議会に提出すると

ともに公表するものです。 

 

 ２ 点検・評価の対象 

   点検・評価の対象は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２１条に規定する教育

委員会で職務権限とされている事務のほか、平成３０年度の事務や取り組みとし、学校教育

や生涯学習に関することなど、本市教育委員会が所管するすべての事務を対象の範囲として

います。点検・評価に当たっては、大館市の「教育大綱」に掲げる「基本理念・基本目標」

に沿って、重点施策としている事務・取り組みを選定して実施しました。 

 

 ３ 学識経験者の知見の活用 

   点検・評価の客観性を確保するため、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図る

こと（地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第２項）が求められていることか

ら、学識経験者２名以上を選任し、点検・評価について個別に意見を聴取しました。 

 

 ４ 報告書の作成 

   報告書の作成手順は、次のとおりです。 

    ①各課・館において、令和元年度の所管事務の点検・評価項目及び目標（重点施策点検・

評価表の目標、活動内容）を作成します。（３月） 

②４月上旬までに、平成３０年度の実施状況と見込みを取りまとめ、報告書（点検・評

価）素案を作成します。 

③学識経験者から、報告書素案について意見を聴取し、報告書案を作成します。また、

点検・評価の目標設定案について、意見を聴取します。（５月） 

④教育委員会（５月定例会）で、報告書について決議します。また、点検・評価の項目

内容を報告し了承を得ます。（５月） 

⑤報告書を６月議会に提出するとともに、ホームページ等で公表します。 
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Ⅰ 頁

1 1

2 1

3 1

4 1

Ⅱ

担当課 頁

1

1 安全・安心で快適な学校生活のための教育環境の整備充実を図る 3

2 健康維持増進の場としてのスポーツ、レクリエーション施設の整備充実に努める 4

3 豊かな人間形成の場としての社会教育施設等の整備充実に努める 5～6

4 大館の教育の理念と実践について、市民への周知と全国への発信に努める 7

2

1 ふるさとキャリア教育を通して、自立の気概と能力を備えた人財の育成に努める 8

2 地域学校協働活動を推進し、スクール・コミュニティーの形成を図る 9

3 共感的・協働的な学び合いへの進化を図り、「学びの交響楽」を創造する 10

4 次期学習指導要領を見据えた教育環境や基盤の整備を推進する 11

3

1 ふるさとキャリア教育の理念に基づく「知の循環型社会」の形成に努める 12～13

2 「未来大館市民」を育成するための社会的連携態勢を構築する 14～18

3 高校生や大学生による「街づくり活動」等を支援する 19

4 「ふるさと学習」の機会を積極的に提供し、地域を誇れる素地を醸成する 20～23

5 「生涯読書」活動を推奨し、その推進と拡充に努める 24

6 伝統・芸術・文化の継承と振興を支援する 25

4

1 大館の歴史と文化を学ぶ機会を提供し、市民の誇りと自信を醸成する 26

2 郷土の伝統文化を継承・普及する活動を支援する 27

3 文化財の保護と調査を進め、未来に伝える 28

4 歴史的風致維持向上計画に基づき、風致を構成する有形無形の文化財の保全と活用に努める 29

5

1 スポーツ関係団体との連携・支援を強化し、生涯スポーツを推進する 30

2 スポーツ少年団や地域スポーツ指導者の発掘・育成に努める 30

3 2020東京オリンピック・パラリンピックに係るホストタウン事業を推進する 31

4 大会や合宿を誘致し、スポーツツーリズムによる地域活性化を推進する 31

5 近隣市町村と連携し、スポーツ施設の広域利用を推進する 32

6 多様なニーズに対応したスポーツ・レクリエーション活動の環境整備に努める 32

目　　　次
　

基本理念 ふるさとに学び未来を創造できる「人財」の育成

点検・評価の主旨について

重点施策

点検・評価の主旨

点検・評価の対象

学識経験者の知見の活用

報告書の作成

点検・評価の結果について

歴史文化課

スポーツ振興課

基本目標

評価項目・内容

信頼と安全を築く教育環境の整備充実

重点施策

ふるさとを担う「未来大館市民」を育成する学校教育の深化

市民スポーツの振興とスポーツ交流の拡充

重点施策

生 涯 学 習 課
中 央 公 民 館
地 区 公 民 館

勤労青少年ホーム
女 性 セ ン タ ー

重点施策

ふるさとの誇りと未来をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

学 校 教 育 課
教 育 研 究 所

教 育 総 務 課

郷土の歴史と文化を学び、大館びとの誇りを醸成する

-２-



１－１

1

1 担当課（館）

① 教育総務課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

② 教育総務課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

課題等

　補助申請に必要となる個別施設計画には、今後策定される学校環境適
正化計画との調整、施設の劣化状況の調査、構造躯体の健全性や、今後
必要となる維持・更新コストなどを反映させ、改訂版の作成が必要となる。
　策定した長寿命化計画には学校教育環境適正化計画が反映されていな
いことから、改修の優先順位を定め、国の補助金が充当される長寿命化改
良事業の採択に向けた計画書の見直しと内容充実に取り組む必要がある。

　建設後２５年以上経過した小中学校が２５校中２２校と約９割となり、学校施設の老朽化対策
を講じなければならない時期にきている。
・各学校の改修、修繕が必要な事項の調査により、小規模から中規模のものは改修内容の分
類、必要工事費総額の算出により、計画的に工事を実施する。大規模改修や建替えについて
は、国の補助金活用による実施を検討する。

・学校の大規模改修や建替え事業は、多額の事業費となることから、地方財政措置のある国
庫補助事業（長寿命化改良事業）で実施となる。
・平成３２年度から、国の事業採択には市の個別施設計画の提出が義務付けられることから、
昨年度市で作成した「個別施設計画」をベースに、文科省が定めた項目を追加し作成する。
・今後、作成する個別施設計画を踏まえ、大規模及び建替改修年次計画を策定し、Ｈ３１年度
から補助事業着手を可能とする。

点検評価

□目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　■目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

　これまで改築を前提としていた老朽化対策は、長寿命化改修に方向性を転換し、今後の方
針を定めた「大館市学校施設長寿命化計画」を３月に策定した。
　しかし、「大館市学校教育環境適正化計画」が未確定のため個別計画を反映させることが出
来ず、当初計画していた平成３０年度中の補助事業申請は見送った。
　今後は、「大館市学校教育環境適正化計画」の策定に合わせて年次計画を作成し、補助申
請の準備を進める。

学校の改修・修繕など、経年劣化対策の実施による、快適な学習環境の整備

活動内容

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　老朽化に伴う突発的・緊急的な破損・故障が増加傾向にあるが、学校運営に支障を来さな
いよう速やかに適切な処置を実施している。計画的な改修工事については、優先順位や緊急
性を判断しながら、限られた予算を 大限に活用して施工した。
　学校施設の老朽化対策は、イニシャルコスト優先よりも、長寿命化に向けたライフサイクルコ
ストを重視した改修にシフトする方針としたことを踏まえ、３月に「大館市学校施設長寿命化計
画」を策定した。

課題等

　学校施設の改修には文部科学省の国庫補助金の活用が必須となるた
め、今後策定される「大館市学校教育環境適正化計画」を反映させ、補助
採択に向けて長寿命化計画の内容を充実させる必要がある。

学識経験者
等の意見

　バックデータ（大館市学校施設長寿命化計画）がしっかりしている。財源の確保を研究しなが
ら、老朽化対策、基本方針にのっとり進めてほしい。また、目標どおり進められている点につい
て、大きく評価したい。教育総務課は、学習環境の整備、学校教育、その他の教育環境に大
きく関わる、そういう意識を持って取り組んでいただきたい。優先順位をどう算出するか難しい
問題であるが、研究しながら進めてほしい。

文部科学省のインフラ長寿命化計画に基づく「個別施設計画」の策定

活動内容

学識経験者
等の意見

　目標を大幅に下回る結果となったが、原因がはっきりしている。そのことが大事である。次年
度何をやるのか具体的に見えてくるので、その方向に向けて進んでもらいたい。長寿命化計
画が策定できたことにより、申請も適正に行われることを期待したい。

重点施策点検・評価表
基本目標

信頼と安全を築く教育環境の整備充実

重点施策

安全・安心で快適な学校生活のための教育環境の整備充実を図る
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１－２

1

2 担当課（館）

① 教育総務課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

② 教育総務課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

　このような施設を知らない子ども、親もいるので、広報などで周知させてほしい。目標を上回
る活動内容であったことは大きく評価したい。

学識経験者
等の意見

　受け入れが決まったことにより、このような活動、事業が生まれた。今回のつながりが、スポー
ツだけでなく文化・交流の拡大につながっていくと思う。期待したい。

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

　２０２０年東京パラリンピックに出場するタイのボッチャ・陸上競技チームが、事前合宿を大館
市で行うことを決定したことを受け、長根山陸上競技場のトイレ洋式化工事を完了した。
　また、インバウンドの受け入れやスポーツ合宿の誘致促進に向け、二ツ山総合公演のトイレ
洋式化工事を実施するなど、各スポーツの施設修繕・改修工事を行い、利用者が快適で安全
に利用できる施設整備に努めた。

課題等

　１年後に開催する2020東京パラリンピックや、今後のスポーツによる交流
人口の拡大やインバウンド受け入れ施設として、遅滞なくトイレ洋式化や施
設の充実・改修を進めていく必要がある。

新たなスポーツ、レクリエーション施設の整備

活動内容

・「二ツ山総合公園」の幼児エリア整備工事は、親水広場や休憩施設を、本年夏前に使用開
始を可能とし、全体整備は、１１月末までに完了させる。
・「花岡総合スポーツ公園」は、昨年度の広場、多目的プールや多目的屋内運動広場に加
え、本年度、体育館と武道場の改修を１１月末までに完了させ市民が活用できるようにする。そ
の他の公園として活用が有効な施設について、市民要望等によりスポーツ施設の確保、交流
人口の増加と地域の活性化に繋げる施設整備を行う。

点検評価

■目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　二ツ山総合公園幼児エリア整備工事は、幼児が集う親水広場を７月にオープンさせ、全体整
備を１１月末までに完成させた。また、３月にムービング遊具も追加で整備した。
　花岡総合スポーツ公園は、体育館及び武道場を改修し、１２月末までに工事を完了した。
　いずれの施設もオープン直後から市民に利用され、新たなスポーツゾーン、レクリエーション
ゾーンとして今後の交流人口の増加につなげていきたい。

課題等

　花岡総合スポーツ公園は、県から譲渡を受けた際に大館市民のみならず
広域的な利活用を図るよう要望を受けている。
　今後は、二ツ山総合公園も合わせて施設の利活用を広く周知し、有効活
用されるよう努める。

適切な施設補修の実施

活動内容

　長根山陸上競技場や二ツ山総合公園のトイレ洋式化工事など、各施設の快適性、安全性、
美観等に配慮した計画的な整備・補修を実施する。

点検評価

学識経験者
等の意見

重点施策点検・評価表
基本目標

信頼と安全を築く教育環境の整備充実

重点施策

健康維持増進の場としてのスポーツ、レクリエーション施設の整備充実に努める　
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１－３－1

1

3 担当課（館）

① 教育総務課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

② 教育総務課

取組の方向性

□　継続

■　廃止検討

□　単年度

　ネーミングに「鹿鳴」がついているところに文化会館らしい響きを感じる。新しい形でスタート
できることを評価したい。駐車スペースについては、難儀しているが、以前よりも別の箇所も使
えるようになっていることは評価したい。利活用が多いところは、休む暇がないため、それに対
応できるように努力してほしい。

学識経験者
等の意見

　安全対策は、何よりも緊急にやらなければならない。それを優先させてやったということは評
価したい。空き公共施設をどのようにしていくのか、工夫が求められる。何に使えるのか、事例
等を集めながら検討、研究を進めることが望まれる。

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

　田代公民館山田分館屋根葺き替え工事などの社会教育施設の維持改修や、鳥潟会館・釈
迦内体育館のブロック塀などの安全対策工事を実施し、社会教育施設の良好な環境整備に
努めた。
　その他、年度中に発生した緊急工事・補修工事等については、補正で予算を確保し年度内
に全て完了させた。

課題等

　公共施設等総合管理計画の「個別施設計画」では、現在使用中の施設
は、全て当面活用することとしている。目的に沿った施設の整備・充実や有
効かつ活発に活用されるよう取り組んでいく必要がある。
　今後、施設統廃合による空き公共施設の増加が予想されるため、様々な
活用方法を模索し、積極的な有効活用を図る。

市民文化会館の外壁大規模改修事業の完了

活動内容

　昨年度から実施している、外壁改修第二期工事を１０月末までに完了させる。同時に、駐車
場不足などの残された課題があることから、新たな事業計画の策定を含め課題解決に取り組
む。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　外壁改修工事は、貸館業務に影響を及ぼすことなく、当初の計画どおり１０月までに完成し
た。これに合わせて、市の財源確保及び企業のノウハウを活用した施設運営を市民サービス
の向上を目的として、平成３１年度からネーミングライツを導入することが決定した。
　課題となっている駐車場不足や前広場の改修は、緑地の駐車場化や民有空き地等の活用
の検討に継続して取り組む。
　また、かねてからエレベーター設置の要望を受けていたが、１階を２階同様に利用できるよう
展示室の利用方法を緩和し、和室同様に利用できるよう簡易畳を配置するなど柔軟に対応で
きるようした。

課題等

　平成２３年から継続して実施してきた改修工事と外壁改修工事が終了した
ことで、今後２０年間の利用に係る大規模な補修工事は終了した。今後は、
　駐車場不足などの残された課題については、解決に向けて近隣公共施
設との敷地活用調整や費用対効果の検証に取り組む必要がある。

栗盛記念図書館のエアコン設置など、社会教育施設の維持管理及び充実

活動内容

　図書館資料室などのエアコン整備、田代公民館山田分館の屋根葺き替え工事他の実施に
より、社会教育施設の良好な施設環境の維持を図る。

点検評価

学識経験者
等の意見

重点施策点検・評価表
基本目標

信頼と安全を築く教育環境の整備充実

重点施策

豊かな人間形成の場としての社会教育施設等の整備充実に努める
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１－３－２

1

3 担当課（館）

③ 教育総務課

取組の方向性

□　継続

■　廃止検討

□　単年度

④ 教育総務課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

　集客能力の高いアーティストの招致、市民のニーズに配慮しながらイベントを計画してやって
もらいたい。市活性化のキーポイントの一つであることを意識してほしい。

・ドームの更なる活用による交流人口の増加を図り、地域の活性化に繋げるため、16年ぶり開
催のコンサートを成功させる。
また、指定管理者及びネーミングライツ・パートナーと連携し、新たなイベントを創造する。
・第３駐車場の舗装改修工事を実施し、駐車場の整備充実を図る。

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

　市議会や市民から切望されていたドームでのコンサートを16年ぶりに開催し、市内外から約
3,000人を集客し成功裏に終えることができた。
　また、来場者アンケートの結果によると、約6割が市外から訪れて多くの宿泊者がいたことか
ら、地域経済の活性化にもつながった。

課題等

　アンケート調査によると、今後も引き続きコンサートの開催を望む声が多
かったことから、騒音問題など様々な問題をクリアして、事業の継続の可否
を検討していく。
　また、コンサート以外でドームの利活用を推進するため、ネーミングライツ・
パートナーとも連携しながら、野球大会や祭事など集客力の見込まれる
様々なイベントの開催を模索し、今後の新たな展開を図っていく。

社会教育施設の耐震対策事業の実施

活動内容

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　郷土博物館の耐震工事が完了し、今後の利用者の安全確保が図られた。
　これにより、市内の小中学校及び社会教育施設の耐震性が確保されたことから、今後は老朽
化した施設の改修及び長寿命化に取り組み、整備充実を図っている。

課題等

　安心安全な施設の存続が図られたことから、積極的な利活用に向けた利
用者の増加などの方策を検討していく必要がある。

交流人口拡大に向けたニプロハチ公ドームの活用及び整備

活動内容

点検評価

　耐震性能を有していない郷土博物館の耐震工事を年内に完了させ、利用者の安全と安心を
確保する。

学識経験者
等の意見

　耐震性の確保は、安全な環境づくりの大前提になる。所管する全ての教育関係施設におい
て、確保されたことを大きく評価したい。利活用に関しては、市民の知恵を募る（市民の要請を
反映させる）など、方向性を持たせながら考えてほしい。

重点施策点検・評価表
基本目標

信頼と安全を築く教育環境の整備充実

重点施策

豊かな人間形成の場としての社会教育施設等の整備充実に努める
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１－４

1

4 担当課（館）

① 教育総務課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

取組の方向性

□　継続

□　廃止検討

□　単年度

　教育委員会のホームページにこれだけのアクセス（平成３０年度：８，３９７件）があるということ
は、かなり注目されていることの証左。教育委員の会に諮るなど、手順を適切に踏んでホーム
ページを作っていることは大変重要なことだと思う。説得力のあるホームページであり、また見
たくなる、開きたくなるホームページになっている。ホームページは、市民に対する発信である
と同時に、大館市民そのものを全国に発信していることにつながっていると思う。

学識経験者
等の意見

□目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

　

課題等

　

教育委員会施策の情報発信の強化

活動内容

・教育委員会会議に、施策やその実施状況の報告等を的確な時期に行い、協議・討議を諮
り、ホームページ等で議事録を公表する。
・総合教育会議の議事録、教育委員会点検評価の公表などにより、教育委員会の活動を市民
並びに全国に発信し、大館型アクティブラーニングの周知と、大館で学ぶ交流人口の拡大に
努める。
・開かれた教育委員会としてより透明性を図るため、ホームページの他、定例記者会見や報道
機関への取材要請などを活用し、情報発信をより積極的に行う。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　総合教育会議及び教育委員会会議の議事録をホームページに公表して、教育委員会の活
動内容を理解していただくとともに、施策の取り組みの透明化を図った。
　また、教育委員会の重点施策の点検・評価について、学識経験者の知見を活用して実施事
業の客観性を確保し、公表することにより教育委員会が進める大館の教育の理解に努めた。
　ホームページを活用した施策・事業の周知は、定例記者会見や報道機関への取材要請など
で積極的な情報発信に努めるとともに、各世代の多くが使用するスマートフォンに対応した表
示ができるよう改良し、機能の充実に努めた。

課題等

　常に 新情報の発信と更新を行い、ホームページ閲覧者にとって、さらに
分かりやすく利用しやすい環境の整備に努める。
　全国から関心を集める大館の教育の理念と実践を、ホームページを活用
して全国に情報発信しているが、何よりも市民に対して周知を図り、市が取
り組む大館の教育への理解を得ることが大切である。

活動内容

点検評価

学識経験者
等の意見

重点施策点検・評価表
基本目標

信頼と安全を築く教育環境の整備充実

重点施策

大館の教育の理念と実践について、市民の周知と全国への発信に努める

-７-



２－１

2

1 担当課（館）

①
学校教育課
教育研究所

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

② 教育研究所

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

　いじめ、不登校の認知については、常々、児童の訴えや調査回答をそのまま報告するよう指
示している。そのため、毎年、認知件数は多い。把握件数が高いことは望ましいが、Ｈ３０年度
には、いじめ解消件数が低く、解決しないままに年度を越す事案もあるのが心配である。
不登校については、Ｈ２９年度は８７名、Ｈ３０年度は８９名となっており、横ばいの状態である。
家庭の養育に問題があり、家庭ごと支援を必要としてる事案も微増していることから、常に、関
係機関と情報共有し継続して関わる体制を採っている。

いじめ・不登校問題の予防及びその克服のための支援体制の充実

学識経験者
等の意見

　社会を構成する 小単位は、家庭である。家庭の状況がよければ学校や地域、市町村が問
題なく豊かな環境をつくれる。子ども、家庭の環境づくりは時間をかけないと難しい。一人では
なく、チームで対応してほしい。切り口となる先生を中心に取り組んでほしい。
　いじめの件数は多いことは、きちんと把握できていることだと思う。
　評価の「やや下回る」の裏には、関係者のたいへんな努力があると捉えたい。

学識経験者
等の意見

　自己評価でも目標を上回ることができていてすばらしい。
　アンケートの内容が伸びていることは、人間力や未来大館市民の育成につながっている。
　プランナー、リーダーとしての先見性もすばらしい。
　この姿勢を継続して欲しい。

課題等

　児童生徒の問題行動の背景に、家庭の養育が要因としてある場合には、
長期にわたっての相談や支援を必要とする。学校の生徒指導面が安定して
いるだけに、問題の深刻さに気付くのが遅れる場合もある。「大館でも起こり
うる」ことを前提に、きめ細やかな見取りと、丁寧な対応を一層心がけるよう、
学校に伝えていく。

活動内容

　いじめ防止基本法を浸透させる取組、いじめ・不登校調査の実施、関係機関との連携によ
り、未然防止と早期対応をする。特に、不登校については、早期対応を全小中学校に徹底す
る。

点検評価

□目標を上回る　　□目標どおり　　■目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

活動内容

点検評価

■目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　各協議会の代表からなる「おおだて型学力推進委員会」が、５カ年の取組の成果を諸調査の
結果から明確にし「第９次学力向上に係る提言」を作成。「共感的協働力を備えた未来大館市
民を育成する『おおだて型学力』の確立」を、Ｈ３１．４月の市教育研究会総会で全教職員に、
提言書を配付し、方向性について説明した。
　全国学力調査のアンケートから、この５年で「地域のために何ができるか考えることがある」
「ボランティアに参加したことがある」「地域に関心がある」「人の役に立つ人になりたい」「夢や
目標をもっている」などの意識を持っている小中学生の割合が、小中学生とも着実に伸びてお
り、全国・県の平均を毎年上回っている状況である。ふるさとキャリア教育がしっかりと根づき、
本市が目指す子どもの姿が具現化されていると評価している。

課題等

　第９次学力向上の提言（３カ年）の周知と現場の実践への指導をきめ細や
かに行い、来年度の中間評価、再来年度の 終評価で成果と課題を把握
していく。

　第８次学力向上の提言５カ年（平成２６年～平成３０年） 終年である。 終評価をもとに、お
おだて型学力推進委員会で第９次学力向上の提言を作成する。

重点施策点検・評価表
基本目標

ふるさとを担う「未来大館市民」を育成する学校教育の深化

重点施策

ふるさとキャリア教育を通して、自立の気概と能力を備えた人財の育成に努める。

大館の未来を切り拓くための総合的人間力（「人間的基礎力」「大館市民基礎力」「大館市民実践力」）の育成

-８-



２－２

2

2 担当課（館）

①
学校教育課
教育研究所

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

②
学校教育課
教育研究所

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

　北秋田地域振興局と連携しながら、教育課程に位置付けた形で全中学生を対象とした企業
博覧会を実施することができた。
教育関係者以外の方々にも、「ふるさとキャリア教育」の理念を発信するため、まちづくり課の
フォーラムや市議会議員への講話など授業以外の機会、学力向上フォーラムなど授業を参観
できる機会を随時提供し、マスコミも活用した情報発信により、市民の理解がさらに進んできた
と考える。

地域に開かれた教育活動の取り組みによる元気の発信と地域貢献

学識経験者
等の意見

　企業博覧会によって、子ども達と企業の双方向性ができるようになった。どちらにもプラスに
なっていると思われる。このことを数的に捉え、客観的な成果として示せればよい。今後が楽し
みである。

学識経験者
等の意見

　働き方改革とプロジェクトの活性化のバランスが大事。やらされる仕事は、負担感を感じる
が、「これをやりたい」の意欲が増幅されていることは、これまでの積み重ねの成果である。
　各学校での取組に対して、財政的なバックアップができていることは前向きな姿勢を誘発す
る要因となっている。
　「目標を上回る」という評価も適切である。

課題等

　ふるさとキャリア教育の認知度は、上がってきているが、さらに各校の活動
内容を積極的に発信する必要があると感じている。今後は、ふるさとキャリア
教育で育った子ども達が、社会人となり、どのような成果や実績となっている
のか、その具体的な姿を把握し、市民に知らせていくことも考えていきた
い。

活動内容

　企業博覧会の開催等、地元企業と連携したキャリア教育を推進する。保護者を含めた市民
へふるさとキャリア教育の理念や各校の百花繚乱作戦を情報発信し、浸透させる。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

活動内容

点検評価

■目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　全小中学校が、夢事業（各校１８万円）を活用して、地域との連携のもとに、特色ある百花繚
乱作戦を展開することができた。Ｈ３０年度、新たに立ち上げたステップアップ事業（応募型、３
０万円×３校）を活用した桂城小（花善とのコラボ弁当の開発・ＰＲ・販売）、成章小（陽気な母さ
んの店とのコラボ枝豆弁当の開発・ＰＲ・販売）、山瀬小（株式会社いしころとのコラボによるタ
ケノコ和紙の製品化）で、活動を発展させることができた。応募からもれた扇田小や、ＣＭ作り
の技術指導を探していた城南小には、プロジェクトを支援できる企業を紹介して、経費をかけ
ずに児童の企画を実現する支援ができた。

課題等

　予算を有効活用して、各校の百花繚乱作戦を充実させる支援を継続する
とともに、９年目を迎えるプロジェクトの見直しや、連携する企業や団体を拡
大することで地域全体が参画していくようにする。

　ふるさとキャリア教育夢事業、ふるさとキャリア教育ステップアップ事業を活用して、各校の百
花繚乱作戦をより充実・発展させ、地域全体を巻き込んだ教育活動にしていく。地域の学習材
等の教育資源を活用した授業や起業体験活動の開発を支援、奨励し拡充していく。

重点施策点検・評価表
基本目標

ふるさとを担う「未来大館市民」を育成する学校教育の深化

重点施策

地域学校協働活動を推進し、スクール・コミュニティーの形成を図る

ふるさとキャリア教育を根幹とした特色ある学校経営の展開
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２－３

2

3 担当課（館）

①
学校教育課
教育研究所

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

②
学校教育課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

　大館市の教育に関心を寄せられる環境・準備ができている。手をこまねいているだけだと、ま
た行きたくなるということにはならない。市外から来られた多くの先生方の意見が、授業改善や
大館の教育の強化にもつながっていく。
　また、市外へ出かけ講話することは、その準備等をすることで力が付く。また、いろいろな教
員に機会を与えることで全体の力量が高まる。
　オファーがいっぱい来ることはうれしい。

学識経験者
等の意見

　学力向上フォーラムで、全小中学校が授業公開できたことは、市全体の大きな財産である。
県内外の教員からの評価も高い。
　どの学校に所属しても「おおだて型学力」の力量を高めるチャンスがある。
　評価が高いのも納得できる。

課題等

　教育アテンダントが２名体制となることから、積極的に大館の教育を発信し
て、教育の産業化につなげていく。特に、ホームページに視察の受入を盛
り込み、各学校の既存の研究会へ参加してもらうことにより、全国の教育関
係者との交流が生まれ、受入校の校内研修の充実、授業改善につながるも
のと期待している。

　新規の「おおだて型教育発信事業」を推進し、教育アテンダント２名を活用し、大館市の教育
ブランド４８を発信する。各種研修や留学、教育実習、サマースクールの受入等のメニュー開
発、誘致活動を行い、試行としての受入を行う。学力向上フォーラムを、外部からの評価の機
会と捉え、成果と課題を検証する。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

活動内容

活動内容

点検評価

■目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　教育専門監、授業マイスターを活用して、授業力向上支援を行った。また、育ちと学び支援
事業フォーラムでは有浦小学校の低学年の授業公開、学力向上フォーラムを全小中学校が
授業公開したことにより、各校の授業改善が進み、「共感的協働的な学び合い」が具体的な授
業、子どもの学びの姿になった。当日の公開研究会では他県の教育関係者から、教師の授業
力、コーディネート力の高さ、子ども達の主体性、仲間への共感性に高い評価を得た。

課題等

　授業改善に向けた研修会を充実するとともに、学校訪問による適切な指導・助言を行う。ま
た、教育専門監、授業マイスター、コア・ティーチャーを活用した師範授業の提供、教育研究
所による若年教員への授業支援などの取組を充実させる。　学力向上フォーラム、育ちと学び
支援事業フォーラムを教職員の資質向上の絶好の機会として、一層の授業改善を進める。

　仲間と協働しながら新たな価値を創造する学びの実現に向けて、専門性
の高い教材観や授業観に基づいた教師のコーディネート、学習集団で個を
高める支援、学びを価値付ける振り返りの場面等に視点をおいた共同研究
を一層推進する。

各校の研究実践を県内外に発信・交流することによる評価及び改善　

　教育アテンダントは応募者がなく、８月から１名のみの採用となった。予定していた教育実習
生の受け入れ（共栄大２名）、サマースクール（都内から親子１０組）、教育ツーリズム（愛知教
育大２０名）を実現することができ、大館の教育ブランドを全国に広めつつある。Ｈ３０年度は、
教育視察で、４０都道府県から１４４２人の訪問があり、特に、学力向上フォーラムにおいては、
県外から４８９名が大館に２日間滞在している。全国からの参加者の感想により、受け入れた各
学校が、自分達の実践や授業力が高く評価されていることを肌で感じ、自信をつけていること
が大きな成果である。また、県外で大館の教育を発表する機会が２２回（対象者２７３３人）あ
り、おおだて型教育を発信することができた。

重点施策点検・評価表
基本目標

ふるさとを担う「未来大館市民」を育成する学校教育の深化

重点施策

共感的・協働的な学び合いへの進化を図り、「学びの交響学」を創造する

「前に踏み出す力」「考え抜く力」「チームで働く力」を鍛え、「おおだて型学力」育成に向けた授業改善
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2

4 担当課（館）

①
学校教育課
教育研究所

取組の方向性

■　継続

□廃止検討

□　単年度

②
学校教育課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

　１年半をかけ、弘前大の北原教授を委員長にした学校環境適正化委員会が協議の結果、提
言をしてもらった。委員は、様々な立場、地区の代表であり、少子化の現状を把握しながらも、
単に人数の多寡のみによる統廃合はせず、小学校は地域コミュニティの核としての役割から極
力存続する、中学校は適正な学びの集団を確保するための統廃合や学区の再編成などの可
能性、校舎や設備の老朽化への対応も同時に計画していくこと、不登校対策として、小規模集
団での生活を選択できる可能性も残していくなどの提言がなされた。

　学校と行政の連携により、個性や特性が発揮できる教育環境や教職員の職場環境の整備

学識経験者
等の意見

　統廃合は、人数が多いか少ないかのみによって行わないようにしたい。
　小学校は、地域の中心。保護者の思いもある。時間をかけた方がよい場合が多い。毎年のよ
うに保護者に働きかけていくことが大事。将来の子ども達にとってベターかどうかを判断材料に
してほしい。
　難しい課題であるが、がんばってほしい。

学識経験者
等の意見

　新しく導入される教育に対して、先手を打って対策を講じている。
　どの教科には何が大事かをしっかりと押さえて情報提供をしてほしい。また、分からない人の
気持ちに寄り添った指導ができるようにしてほしい。
　道徳の評価は、よいか、よくないかではなく、子ども達のよさを全体的に認めながら評価して
ほしい。

課題等

　学校教育環境適正化委員会の提言をもとに、教育委員会内に準備委員
会を設置し、「学校教育環境適正化計画」（素案）を作成し、基本方針を明
らかにしていく。また、給食関係施設は老朽化による現状を踏まえ、早い段
階で給食センターに統合するよう検討していく。

活動内容
　第２次学校教育環境適正化委員会により、統合について基本方針を検討し年度末には提言
を作成する。（学校の施設設備、プール、給食施設の検討も含む）

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

活動内容

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　小学校外国語は、小学校英語推進アドバイザーを中心に「大館スタンダード」としてカリキュ
ラム、指導案、ワークシート作成と、実施のための研修会を行い、全小学校の指導内容に差が
生じない体制を構築している。また、学級担任の負担を軽減するために、全学級の授業に、外
国語活動支援員を派遣している。
　経済教育は、進路指導協議会員が校内推進リーダーとなって研修を受けており、学力向上
フォーラムでも経済教育の授業を公開することができた。
　道徳は、市教育研究会が中心となり実践を進めており、小中学校とも教科になっても順調に
授業が実施されている。
　プログラミング教育は、授業を提案している企業主催でワークショップを開催し、本市で可能
な授業を模索している。

課題等

　小学校は平成３２年度、中学校は平成３３年度の完全実施を目指し、英語教育、道徳、プロ
グラミング教育等に対応するため、関係機関と連携した推進体制を構築したり、カリキュラムの
作成や教職員の研修を実施したりする。小学校外国語活動では、外国語活動支援員の配
置、大館オリジナル教材を活用する。また、ふるさとキャリア教育の新たな視点として導入する
経済教育の試行を各校で進める。

　プログラミング教育は、人型ロボットを活用して、モデル授業を行いなが
ら、本市の児童生徒の実態に合ったプログラムを開発する。
経済教育は、大館版テキストを活用して、小学校高学年～中学校に対して
実践する。
　その他、新たに、様々な教育を取り込むことが求められているが、現場が
負担にならずに進められように市教委がリーダーシップをとっていく。

重点施策点検・評価表
基本目標

ふるさとを担う「未来大館市民」を育成する学校教育の深化

重点施策

次期学習指導要領を見据えた教育環境や基盤の整備を推進する

未来大館市民としての資質・能力を育成するための体制を構築する
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3

1 担当課（館）

① 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

② 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

達人講座の実施

活動内容

　地域のサークル等の講師（達人）が、小中学生（親子含む）を対象にボランティアで講座を開
設し、１7講座を実施する。
 入門講座の要素を持ったものが主流であるが、茶道と大館曲げわっぱ太鼓は複数年受講し、
技術の上達が見られる。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　年度当初は、19講座を予定していたが、講師の都合により２講座は休講、１講座は募集して
も応募者が無かったため中止し、16講座を実施した。
　平成２９年度１６講座開設　(うち、申し込み無し２件)
　平成３０年度１９講座開設　(うち、申し込み無し１件、休校２件)

課題等

　講座数が年々減りつつあるため、人財名簿の更新を行い、新たな講座の
開設に努めた。
　今年度より、前期、後期、通年の３パターンで募集し、より受講しやすい体
制づくりを行った。

学識経験者
等の意見

　いろいろなことをやっていれば児童の興味や関心をひろうことができる。興味を持ってもらうこ
と、続けていくことが大事である。人数を集めるのは大変なことだが、待っている市民もたくさん
いるので引き続き頑張っていただきたい。部活に入っていない子やスポーツの苦手な子にも
良い取り組みである。

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

　これまで登録していても利用実績がない人や団体があったため、継続するかどうかの確認を
行った。結果、50人、16団体を名簿に掲載する。
　平成２９年度　登録１３３人　１２団体
　平成３０年度　登録５０人　１６団体
　（実際に活動できる人になった）

課題等

　人財名簿登録者の高齢化による名簿取り消しが相次ぎ、登録者は年々減
少してきている。平成３０年度より人財名簿設置要綱を作成、名簿のレイア
ウトや利用方法を一新し、使いやすい名簿にすることで、登録件数増加及
び講座開講を促していきたい。

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと未来をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

ふるさとキャリア教育の理念に基づく「知の循環型社会」の形成に努める

　作りっぱなしでなく、きちんとチェックしながら使いやすいものにしていく努力は評価できる。
他の人のために自分の持っている知識・技能を提供してくれる人材は大切だ。情報を集める
のは大変だと思うが、自薦のみでなく他薦でもよいのではないか。地区公民館などに情報ある
かもしれないので活用してはどうか。

人材リスト「おおだて人財名簿」の充実と活用

活動内容

　高等教育機関（大学、短大）や学校ボランティア、公民館等から新規人材を発掘し、特技や
知識を持つ市民を「人財」として募集・登録し、学校や公民館などさまざまな学習活動の場で
活用を促す環境の整備を図る。

点検評価

学識経験者
等の意見
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3

1 担当課（館）

③ 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

④ 中央公民館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

「大館市出前講座」の充実と活用

活動内容

　市民の自主的な学習活動を支援するため、市の制度や事業等について市職員が出向いて
説明を行う「出前講座（５３講座）」を実施する。
　平成２９年度４８講座
　平成３０年度５３講座

点検評価

■目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　平成３０年度は、１７２件１５，３５３人が受講し、昨年度より４６件、４，７０５人の大幅な増加と
なった。
　ワンだふるはちくんダンス講座に加え、特別メニューはちくんあいさつ運動の希望者が多く、
大幅増加の要因となった。

課題等

　ワンだふるはちくんダンス講座は、座ったままでも可能な「初級編」もメ
ニューに加えて、幅広い市民に受講を促したい。また、防災や環境といった
生活に密着したテーマの希望が多いことから、一層の周知をしていきたい。

学識経験
者等の意見

　引き続き市民の学習活動を支援していただきたい。昨年の大文字まつりで、市のトップであ
る市長や教育長が市民の前で「はちくんダンス」を披露するところを拝見したがビックリした。こ
の取り組みへの市民の親しみが生まれるためにもすごいことである。

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

　各公民館で、小中学生を対象とした事業を休日や夏・冬休みに実施した。「わんぱくスクー
ル」や「キッズカレッジ」、「たしろ学舎」などの通年事業や、「将棋・囲碁教室」、「夏・冬まつ
り」、「算数・数学教室」、「新春書初め」などの単発事業。
　高校生まちづくり会議「ＨＡＣＨＩ」では、「肉博」や「おおだてハッピー子育てプロジェクト」な
どのイベントに初参加し、来場者と交流を深めた。

課題等

　青少年の参加を高めるために、小中学生を対象としたイベントや活動を企
画することが必要である。新たなメニューを取り入れたり、対象者の枠を拡
げるなどの検討をしながら、参加者が増加するように配慮したい。

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと未来をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

ふるさとキャリア教育の理念に基づく「知の循環型社会」の形成に努める

　「新春書初め」は老壮大生や桂桜高校生が講師を務め、世代間交流にもなり大変いいと思
う。小学生時に参加した子が中学生になっても参加できるように会場を工夫して実施してはど
うか。将棋連盟大館支部が講師を務める「将棋教室」は大人気だが、礼節の指導も含め、今後
も頑張って継続していただきたい。
　わんぱくスクールのロケット宇宙授業を、市内の全小学生が参加できるよう、学校教育課に所
管を移して実施するよう検討していることは大変いいことだと思う。

公民館事業への青少年の参加促進

活動内容

　各公民館が、小・中・高校生を対象とした事業を学校休業日を利用して開催し、参加を促進
する。既存の事業がマンネリにならないよう改善を加え、新規事業も企画・立案し、新規参加
者が年々増えていくよう配慮する。

点検評価

学識経験
者等の意見
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3

2 担当課（館）

① 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

② 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学校支援活動事業の推進

活動内容

　市内の全小中学校を対象として、学校で必要とする活動と地域住民の知識と経験をマッチン
グさせ、地域の方々のボランティア派遣や地域の教育力を学校教育へ活用するなど、地域ぐ
るみで子どもを育む環境整備を図るとともに、学校を核とした地域の活性化につなげる活動を
支援する。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　地域の方々から農業や調理の指導を受けることで、学校農園等で農作物の栽培や地場産
商品の開発を学び、きりたんぽまつりやアメッコ市、ひない商人祭りなどで出店・販売するな
ど、地域行事を盛り上げている。また、地域の伝統芸能である「太鼓」や「舞」について、地域の
伝承者から学ぶ機会を設けるなど、各学区ともさまざまな活動を通して、子どもたちの成長を支
えるとともに、地域の活性化に努めた。
　各学区で活動している地域コーディネーターの委嘱化により、大館市での立場を明確にし、
地域コーディネーターの活動を容易にするほか、地域コーディネーター間の連携を強化する
ため、「大館市地域学校協働推進員設置要綱」を制定した。また、１月２５日には、２６人の参
加で連絡会議を開催した。

課題等

　来年度から各学区の地域コーディネーターを、「地域学校協働活動推進
員（通称：地域コーディネーター）」として委嘱し、コーディネーター業務の
円滑化と情報共有化を図ることで、学校と地域の連携活動の一層の充実に
努める。

学識経験者
等の意見

　学校側にとって、先生たちにないノウハウを持った地域の方々の存在はありがたいものであ
る。さらに、その情報の共有化を図るためにも継続して取り組んでいただきたい。

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

　長年継続している「おしゃべり広場ひだまり」を前期・後期併せて１２回実施。今年度は、幼児
から高齢者まで幅広い年齢層の方が子育てカフェ、食育をテーマとした料理教室、ものづくり
体験講座、エクササイズなどを行い約２８０名の参加があり、参加者からは好評であった。
　「子育て講座」は、４０団体から申請があり予定通り実施、約２，１００名の参加。平成２９年度
から行われている「家庭教育支援チーム推進事業」は、生涯学習フェスティバルと本場大館き
りたんぽまつりにおいて木育ひろばを出店。各々約３２０名、約９８０名の親子が訪れた。昨年
度から継続している「担当者スキルアップ研修会」は、あきたっ子を健全に育む会の会長を務
める柴田静寛氏を講師に招き、子どものとの関わり方や子どもの権利の大切さなどを学び、約
７０名の参加があった。

課題等

　「おしゃべりひろばひだまり」の参加者数を思うように伸ばすことが出来な
かったので、開催日や内容の見直しを行い気軽に参加できるよう改善を
図っていきたい。またチラシ・ポスターのデザインの見直しやＳＮＳを活用す
るなど広く市民に周知し参加者増に繋げたい。

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと未来をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

「未来大館市民」を育成するための社会的連携態勢を構築する

　核家族化で手助けや相談相手もなく、スマホ検索くらいしか頼りとするものがない若い世代の
子育て夫婦にこそ、ぜひとも参加してもらいたい。子育て・孫育てから今後は親育てと、意義の
ある活動であるので引き続き周知を図ってほしい。

家庭教育の充実

活動内容

　家庭教育推進事業の一環として、市内幼稚園、保育園、小中学校を対象に「子育て講座（４
０講座）」を開催する。また、「おしゃべり広場ひだまり」は子育てサポーターと連携し、子育て中
の親を対象に育児の悩みや不安の解消を図る。

点検評価

学識経験者
等の意見
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3

2 担当課（館）

③ 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

④ 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

音楽療法士派遣事業

活動内容

　 継続事業として、市内幼稚園、保育園、小中学校からの派遣依頼を受け、自閉症気味な子
や発達が気になる子、特別支援学級在籍児童に対し音楽療法を実施し、児童の情緒の安定
を図る。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　平成３０年度は要請のあった市内の４小学校・１中学校の特別支援学級や、３保育園の気に
なる子を含めた保育園児を対象に全２４回の派遣を実施した。
　学校の先生と音楽療法士が協力して音楽療法活動を行い、児童生徒の精神的な安定と他
人とのコミュニケーション能力の向上に努めることができた。

課題等

　一層の活動ＰＲに努めるとともに、なるべく多くの学校等に派遣できるよう、
音楽療法士の派遣スケジュール及び派遣回数の調整・対応に努める。

学識経験者
等の意見

　特に自閉症の子どもたちへの好影響は実感している。回数に限りもあるようだが、実施してい
る学校に、他の校区からの参加ができる方法なども検討できないものか。

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

　学校及び青少年関連団体・機関等による青少年問題協議会を開催し、青少年健全育成推
進方針の策定や情報共有・事業連携を図った。
　７月7日（土）の「青少年を非行から守る市民のつどい」は、あいにくの雨天となったため街頭
パレードは中止し、中央公民館の視聴覚ホールを会場に約２５０人の参加で開催した。大館曲
げわっぱ太鼓の公演、防犯文集朗読発表を行い、青少年を非行や犯罪から守り、心身共に健
やかに成長できる明るい社会づくり運動に努めた。

課題等

　街頭パレードは行えなかったものの、中央公民館会場での参加者として
は例年より多くなった。今後は街頭パレードの開催を見直したい。
　小学生からインターネットを活用している家庭が多くなっているため、子ど
もたちがインターネットを正しく使えるよう、家庭内でのルール化・セーフティ
機能の必要性を周知していく。

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと未来をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

「未来大館市民」を育成するための社会的連携態勢を構築する

　本来は横断幕を掲げてパレードが昔からの光景なのだろうが、効果や状況を考えればパ
レードなしもやむをえない。青少年の健全育成のため、取り組み自体は継続してほしい。パ
レードをやらないのであれば、ドームでの開催を検討してみてはどうか。

青少年健全育成活動の充実

活動内容

 　青少年健全育成推進方針を策定し、関係機関と連携を図りながらさまざまな活動を実施し、
青少年健全育成に対する市民の意識高揚と青少年健全育成のための環境整備を図る。

点検評価

学識経験者
等の意見
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3

2 担当課（館）

⑤ 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

⑥ 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

少年相談センターの活動の充実

活動内容

　青少年が抱える悩みや問題を解決するための相談活動や指導員による巡回活動のほか、
関係機関・団体・学校等と連携したさまざまな活動を行うことにより、青少年の健全育成を図
る。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　電話や面接による相談活動を実施するとともに、市内小中学校や、おおとり教室・子ども課等
の青少年関連機関との連携を図りながら、青少年に限らず相談者の抱える問題解決に努めて
いる。また、少年指導員の活動として市内全コンビニ巡回による子ども見守り依頼や街頭パト
ロール、生徒指導主事協議会との合同巡視など、青少年の健全育成活動に努めた。

課題等

　年々、相談件数は増加傾向にあり、ここ数年では年間１００件以上が常態
化している。また、相談内容も青少年問題に限らず親世代のトラブルや貧
困問題など、多岐にわたるケースもあり、相談対応者への負担が懸念される
ため、相談専門員の増員が望まれる。(平成３１年度当初予算措置済み)

学識経験者
等の意見

　増員はとても良いこと。さらに、うってつけの人材も見つかったようなので今後とも頑張ってい
ただきたい。ただセンターで待っているのではなく、積極的に学校を訪問したりしていることが
大変評価できる。この体制をぜひとも継続してほしい。

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

　青少年健全育成活動や社会教育活動に関わる上記団体に対して活動費の補助を行ったほ
か、青少年育成大館市民会議の総会をはじめ、同団体が主催する「青少年育成推進事業
2018シンポジウム」の開催補助など、各活動・事務面において支援している。

課題等

　会員の高齢化が進み、これまでと同様の活動が難しくなっている団体もあ
る。今後も各団体との連絡・連携を密にし、活動費補助のほか、それぞれの
活動及び事務面での行政支援に努める。

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと未来をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

「未来大館市民」を育成するための社会的連携態勢を構築する

　直接市民の目には触れないが子どもたちを育てるための大切な部分を担っているので、各
団体や、特に指導者にも応援してあげてほしい。引き続き支援の継続をしていただきたい。

関係機関への支援

活動内容

　青少年育成大館市民会議、大館市子ども会育成連合会、大館地区少年保護育成委員会な
ど、青少年健全育成関係団体に活動費の補助や活動支援を行うことにより、地域の青少年健
全育成活動の充実を図る。

点検評価

学識経験者
等の意見
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3

2 担当課（館）

⑦ 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

⑧ 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

社会教育委員の活動の充実

活動内容

　生涯学習推進計画や社会教育推進計画等、社会教育推進のための基本方針や重点施策
を策定し、教育委員会点検・評価に対する必要な意見・提言を行い、社会教育活動の推進を
図る。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　北教育事務所主催の学校訪問や教育委員との合同学校訪問、教職員実践発表会への参
加を通じ、各校が取り組むふるさとキャリア教育の実績・効果等を再確認した。各種会合等で
ふるさとキャリア教育を発信するなど社会教育委員活動、市民版ふるさとキャリア教育の推進
につなげている。また、社会教育・生涯学習の重点施策や事務事業の点検・評価について協
議し、必要な提言を行った。
　平成３０年度　のべ参加人数３０人

課題等

　ふるさとキャリア教育や学校と地域のつながりの中に社会教育委員として
関わり、市民版ふるさとキャリア教育の推進に向け、見える活動を展開して
いきたい。

学識経験者
等の意見

　学校への関与が少なかった時代に比べ、社会教育委員の学校訪問などが定着し大変ありが
たいことである。学校オンリーではなく学校以外の部分から子どもたちが得るものは大きく、逆
に地域へ還元できるものもあるはず。継続していただきたい。

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

　生涯学習推進協議会については、7月に幹事会（書面協議）、９月14日に協議会を開催。平
成30年度生涯学習推進計画、社会教育推進計画を案件とし、各委員からさまざまな意見等が
出された。
　また、生涯学習奨励員については、個人活動のほか、総会・自主研修会の開催、生涯学習
フェスティバルへの参加・協力、被災地支援・交流事業への参加、県及び北鹿地区の総会、
研修会への参加などの活動を行った。

課題等

　生涯学習奨励員について、会議・研修会等への参加者に偏りが見受けら
れるため、より多くの奨励員が参加できるよう日程等について配慮を要す
る。

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと未来をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

「未来大館市民」を育成するための社会的連携態勢を構築する

　人生100年とも言われ社会人の学び直しが検討される昨今、リタイヤしてからではなく、今何
かを学ぶことが大事になる。じっくりと意見交換をし、そのために何ができるかを考えていって
ほしい。

生涯学習推進体制の充実

活動内容

　生涯学習に関する市民の意見・要望を反映させるため、関係相互団体と連携し、生涯学習
推進協議会において協議するとともに、地域において学習活動を奨励するため、生涯学習奨
励員の自己研鑽と活動の充実を図り、社会教育主事を養成しながらその組織化を目指す。

点検評価

学識経験者
等の意見
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3

2 担当課（館）

⑨ 中央公民館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

取組の方向性

□　継続

□　廃止検討

□　単年度

高齢化社会に対応した生涯学習の充実

活動内容

　公民館サークル活動等の学習成果を生かす場の拡充や、高齢者の豊かな体験・知識・技
術・特技を生かす場を充実させるため、子どもとの世代間交流も行う。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　中央公民館をはじめ、各地区公民館で高齢者学級の育成・強化に力を入れ、「老壮大学」な
どの高齢者事業を全館で実施している。公民館祭や地区文化祭などで、活動の成果を発表
する場を設けている。　また、各地区のサークル活動でも高齢者が活躍する機会が多く、中央
公民館の書初め交流会では、老壮大学の書道サークルが子どもの指導をしているほか、地区
公民館でも子どもとの世代間交流事業を行っている。

課題等

　 超高齢化社会に向かって、益々高齢者が増加する現状とは対照的に、
中央公民館の老壮大学など高齢者事業の参加者は毎年減少している。特
に近年は６０歳を過ぎても就労している方が多く、新規の参加者が少ない。

学識経験
者等の意見

　高齢者が月1回でも外に出て、仲間と学ぶ場所があることはすばらしいこと。老壮大学の活動
日を固定することで、地区館は別の曜日にしてどちらにも参加できるようにしているのはいいと
思う。また、高齢者だけの事業にしないで、子供たちとも交流できるようにしていることは継続し
てほしい。

□目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

課題等

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと未来をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

「未来大館市民」を育成するための社会的連携態勢を構築する

活動内容

点検評価

学識経験
者等の意見
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3

3 担当課（館）

① 中央公民館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

② 生涯学習課

取組の方向性

□　継続

■　廃止検討

□　単年度

高校生・青年層対象の生涯学習ボランティア養成講座の実施

活動内容

　高校生や若い世代に公民館活動の紹介と生涯学習ボランティア活動を体験してもらい、公
民館の積極的な活用を促進する。「高校生まちづくり会議ＨＡＣＨＩ」の活動を継続して実施す
るとともに、昨年は活動事例を紹介したり、他団体とのコラボした事業も行われたので、今後も
取り組んでいきたい。また、地元の大学ともタイアップした事業を大学側のスケジュールを見な
がら進めていく。

点検評価

□目標を上回る　　□目標どおり　　■目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　「高校生まちづくり会議HACHI」では11人の新規参加があり、出身校も2校に増えた。今年度
は「肉博」や「おおだてハッピー子育てプロジェクト」などのイベントに初参加した。また、まちづ
くりワークショップ（社会福祉事業団）や都市計画課職員を講師に「まちづくり活動」について数
回にわたり意見交換した。　一方、秋田看護福祉大とのタイアップは、「おおだてチームダンス
フェスタ」への参加、運営協力を計画したが、学生の日程が合わず実施できなかった。

課題等

　「HACHI」は新規メンバーの参加により２１人となったが、主体の３年生が
卒業すると、来年度以降の活動に支障が無いか危惧される。
また、大学との連携は、行事スタッフのボランティア派遣をお願いしながら、
地域の事業への参加を呼び掛けていく。

学識経験
者等の意見

　高校生の活動は地元紙で時々記事をみかける。活躍が記事になることでメンバーが増えると
いい。積極的に情報発信してほしい。大学生との事業は、学校の夏休みが長いことを考える
と、大学側と日程のすり合わせをできるだけ早く、まめに行って協力をいただくなど頑張ってほ
しい。

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

　平成24年度から実施してきた本事業は、今年度を一つの区切りと考え、３月２日に中央公民
館で、「平成23年3月11日から8年　被災地支援事業総括と被災地支援からの学び報告会」を
開催。生涯学習課からの事業報告をはじめ、過去に活動に参加したボランティアや事業を引
き継ぐ形となった「気仙沼出前交流プロジェクト実行委員会」委員長、初年度より事業のコー
ディネーターを務めた高橋秀一氏の講演を実施。約40人の市民が参加し、事業の意義と成果
について周知できた。

課題等

　事業自体はいったん休止とするものの、未だ大震災の傷跡は残っている
ため、被災地支援を続ける団体や個人へは、可能な範囲で継続して支援し
ていきたい。

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと未来をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

高校生や大学生による「街づくり活動」等を支援する

　非常に良い取り組みだった。補助終了で廃止となるようだが、またいつか新たな取り組みを
するために、マンネリ化せず区切りをつけるということも時には必要である。コーディネーター
は、個人的なボランティア活動を継続しており、それも含めすばらしい事業であった。

ふるさと元気づくりパワーアップ事業の実施

活動内容

　平成３０年度をひとつの区切りと位置づけ、これまでの活動に関する報告会を実施。一般市
民及び市内の小～大学生を対象に大館の『元気づくり』活動を再認識・再発見する機会を設
けるとともに、ボランティア活動への興味・関心の育成を図る。

点検評価

学識経験
者等の意見
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3

4 担当課（館）

① 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

② 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

「生涯学習フェスティバル」の実施

活動内容

　社会教育施設・各種機関・団体等に協賛・参加を呼びかけ、生涯学習に関する実践活動の
発表の場や理解する機会を提供し、市民一人一人の生涯学習への意欲を高めるとともに、本
年は、干支が「戌」であることから、「犬をテーマにしたイベント」を開催する。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　９月・１０月を生涯学習推進月間とし、栗盛記念図書館や勤労青少年ホームなど、各機関・団
体等による協賛イベントが開催され、延べ参加・入場者数は１３，３８８人となった。※平成２９年
度１２，１０８人。
　また、中央公民館会場では、９月２２日・２３日の２日間にかけて中央公民館サークル協議会
や大館桂桜高校、鳳鳴高校、大館市発明協会のほか多くの団体等から協力を得て、各種展
示・発表会の開催や体験ブースを設けることで、広く市民が生涯学習に触れる機会とした。

課題等

　生涯学習フェスティバル協賛イベントのほか、敬老会やきりたんぽまつりな
ど各種イベント・行事が非常に多く、日程の重複を完全に避けることが難し
い。また、市民文化会館・中央公民館の駐車保有台数は会場の大きさに比
べてかなり少なく、城南小学校等を使用しても混雑を解消できていない。

学識経験者
等の意見

　フェスティバルにおいては、生涯学習奨励員などの活動も促し、子どもたちにも活躍の場を
増やすメニューを検討のうえ実施していただきたい。

■目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

　第２４回となる「大学公開講座」を、秋田看護福祉大学の協力のもと７月３～５日の日程で開
催し、大学の教授陣に各専門分野についてわかりやすく講義していただいた。今年度は成年
後見をテーマに取り上げたことにより、介護職の参加者が多く、ここ１０年で 高人数のとなる、
のべ２５７人が受講した。
　また、新規事業として、秋田職業能力開発短期大学校の協力のもと１２月７日、１４日、２５日
の日程で「大学校公開市民講座２０１８」を開催した。まち育てやものづくり技術、プログラミング
教育について大学校の教授陣がわかりやすく講義していただき、のべ５５名の参加があった。

課題等

　大学側には、毎年、テーマ設定や講師の選定で骨を折っていただいてい
るが、健康、医療、福祉、ボランティア活動など、市民のニーズに沿った
テーマを選定し継続して開催することが必要である。
　「大学校公開講座」は、年末の開催となったため、開催時期の見直しが必
要。

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと未来をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

「ふるさと学習」の機会を積極的に提供し、地域を誇れる素地を醸成する

　講座の内容が、市民の 近関心あるテーマにマッチしていて良かったのではないか。これか
らも、どう生きるかを考えることのできる講座を継続していただきたい。

「大学公開講座」の実施

活動内容

　市民の多様化・高度化した学習要望に応えるため、地域の高等教育機関との連携による公
開講座を開催する。

点検評価

学識経験者
等の意見
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3

4 担当課（館）

③ 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

④ 中央公民館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

地域活動団体への支援

活動内容

　大館市連合婦人会等、地域活動団体への補助・活動支援を行うことにより、地域活動の活性
化を図る。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　市の予算の範囲内で申請のあったすべての団体に交付できた。各団体とも会員の確保に努
め、活動内容を工夫しながら、衰退しないように努力している。

課題等

　今後も、市の予算の範囲内で補助金を交付し、情報交換しながら活動を
支援し続ける。
　平成３０年度は、前年度同額で交付したが、財政より来年度以降、繰越額
の有無による判断を求められている。

学識経験
者等の意見

　予算確保の難しさもあるだろうが、引き続き支援を継続していただきたい。

□目標を上回る　　□目標どおり　　■目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

　地区公民館では、運動会や文化祭などの行事を地元町内会や婦人会などと協力して行って
いるほか、他事業にも地域や団体の意見を反映させている。また、消防署や危機管理課の出
前講座を活用した防災講座に地域ぐるみで取り組むなどして、関係機関とも連携を図ってい
る。
　今年度は12館中、中央、釈迦内、下川沿、真中、矢立、比内公民館で総合防災訓練や防災
講座、避難所開設、応急処置や炊き出しの体験事業を実施したほか、上川沿、二井田を除く
全館（10館）消防避難訓練を実施した。

課題等

　公民館は、地域コミュニティーの拠点であり、地域活動の支援はもちろん
のこと、災害時の避難所として位置付けられている。少ない職員数で避難
所として機能するためには、地域住民との連携は欠くことができない。
　定期的に防災・避難訓練や災害を想定した事業を実施し、より良い協力
関係を築くよう努力していきたい。

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと未来をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

「ふるさと学習」の機会を積極的に提供し、地域を誇れる素地を醸成する

　日頃から非常時の備蓄チェックカードを備え、発電機も月1回作動チェックしているようなの
で、「いざという時」に備えてほしい。

地区住民や関係団体との連携強化

活動内容

　 地域コミュニティ活動を支えるため、関係団体・関係機関と情報交換を行い、さまざまな角度
から支援を行う。また、その活動の様子を関係団体等に紹介することで連携を強化する。
　特に東日本大震災以降は避難所としての機能の強化がより一層期待され、地区住民との連
携強化が不可欠であるため、より良い協力関係を築いていく。

点検評価

学識経験
者等の意見
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3

4 担当課（館）

⑤ 中央公民館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

⑥ 中央公民館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

地域コミュニティづくりに向けた支援体制の強化

活動内容

　地域のコミュニティ活動の拠点として、地区公民館の改築は一巡した。今後は分館等整備の
進んでいない施設への環境整備を進めていきたい。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　平成２８年度の長木公民館の新築及び矢立公民館の移転改築で、地区公民館の改築は一
巡したが、今後の維持管理で大規模修繕や改修が必要となる館もある。
　また、ほとんどの地区公民館分館は老朽化しており、必要不可欠な修繕で対処しているが、
地元の意見・要望を聞きながら、計画的に整備を進めていきたい。

課題等

　地区公民館分館は１５館あるが、老朽施設が多く、計画的な整備にしても
長期にわたり、その間に突発的な修繕が多々発生する。

学識経験
者等の意見

　建物の年数が経っていくと修繕が必要な部分が多くなる。エアコン設置は後回しになるようだ
が、人的被害を及ぼすようなものや、施設の維持に支障を来すような箇所の修繕を優先して計
画的に行ってもらいたい。

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

　 ８月１１日、ニプロハチ公ドームで夏期巡回ラジオ体操会を開催し、市民1,600人が参加し
た。NHKラジオを通じて、ふるさと大館の元気を全国に発信することができた。また、各事業の
実施後、参加者から事業内容に関する意見や要望などアンケートを取り、集約している。それ
らを活かして、今後の事業に反映するように努めている。

課題等

　事業内容がマンネリ化しないように、ＮＰＯや出前講座の利用、他自治体
の事例を参考にしながら、事業を充実させるとともに、新規講座の構想を
練っていきたい。

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと未来をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

「ふるさと学習」の機会を積極的に提供し、地域を誇れる素地を醸成する

　地区館で、公民館の事業や活動内容を地区住民に知ってもらうため、毎月「公民館だより」を
発行し、全戸配付していることはよいこと、継続してほしい。中央公民館もホームページ版や館
内掲示などで発行するよう頑張ってほしい。

公民館事業の充実と参加促進

活動内容

　公民館の各種事業の内容を充実させ、魅力ある講座を開催する。さらに参加者の動向を見
ながらレベルアップを図ることで、活発な公民館活動を展開する。また、既存の事業で参加者
の少ない事業でも楽しみに来ている高齢者がいるため、存続できるようにしていきたい。

点検評価

学識経験
者等の意見
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3

4 担当課（館）

⑦ 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

取組の方向性

□　継続

□　廃止検討

□　単年度

活動内容

点検評価

学識経験者
等の意見

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと未来をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

「ふるさと学習」の機会を積極的に提供し、地域を誇れる素地を醸成する

放課後児童健全育成事業及び放課後子ども教室推進事業並びにわくわく土曜教室推進事業の実施

活動内容

　放課後児童を対象として、「安全･安心」を第一に充実した放課後を過ごせる場を提供する。
さらに、土曜日等の支援として体験活動や学習機会を提供する。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　今年度も各児童クラブごとに特色ある事業を展開し、直営全体でのドッジボール大会や初め
てとなる「ふるさとカルタ大会」も盛況に行われ、他校の児童との交流や支援員同士の交流が
図られた。
　また、支援員の情報交換やスキルアップを目的として毎月行われている定例会・研修会で
は、多彩なメニューで学習を積み重ねるとともに、直営のみならず委託の支援員との合同研修
も行い、支援員のスキルアップを図り、児童の安全・安心な居場所づくりに努めた。

課題等

　障害児等、支援を要する子どもについて、従事する支援員を適正配置で
きるよう、協議しながら、事故・けがのないように努めていきたい。
　求人倍率が 高水準を更新しており人手不足が顕著であるため、支援員
にも欠員が生じている。引き続き、支援員の確保に努めたい。

学識経験者
等の意見

　カルタやドッジボールで他校の児童と交流できるのは非常に良い経験になるのでぜひ継続
していただきたい。不審者も多く、安全確保の心配もあり、また支援員不足で現場はギリギリの
状況だと思う。適正な運営管理をしていただきたい。

□目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

課題等

-２３-
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3

5 担当課（館）

① 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

取組の方向性

□　継続

□　廃止検討

□　単年度

図書館運営に関する進行管理

活動内容

　指定管理制度による図書館運営について、指定管理者の提案書に基づく適正な運営に対
する必要な支援と指導を行い、図書館サービスの向上を図り「生涯読書」活動を推進する。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　大館市図書館協議会からの提言に沿いながら指定管理者との協議を行い、図書館利用者
へのサービス向上を図り「生涯読書」活動を推進し、読み聞かせ会や図書館ボランティアの育
成、夜の図書館開放など、多様なイベントを通じ、親しみやすい図書館を演出し、利用者の増
加を図った。
　また、防犯カメラの導入、入館者数のセンサーでのカウンター導入など、環境整備も行った。

課題等

　少子高齢、人口減少等の社会情勢の変化を踏まえながら、利用者サービ
スや各種事業の実施、情報発信を充実させ、さらに魅力ある市民に親しま
れる図書館運営ができるよう、指定管理者と十分協議しながら支援してい
く。

学識経験者
等の意見

　学校では、読書指導を実施しているが蔵書の冊数は限られている。図書館に来ればこんな
にいろんな本があるよという、図書館利用指導を学校とタイアップしてはどうか。

□目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

課題等

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと未来をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

「生涯読書」活動を推奨し、その推進と拡充に努める

活動内容

点検評価

学識経験者
等の意見
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3

6 担当課（館）

① 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

② 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

芸術文化団体への支援

活動内容

　大館市芸術文化連盟や比内芸術文化協会、田代地区芸術文化協会等、芸術文化団体に
対し補助を行うことにより、地域の伝統文化や伝統芸能の活動を支援する。
　　　補助金：大館市４１９千円
　　　　　　　　　　比内１１２千円
　　　　　　　　　　田代１１２千円

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　市の予算の範囲内での補助金交付を行っている。各団体とも補助金を有効に活用しなが
ら、活動内容を工夫し運営に努めている。

課題等

　高齢化による会員の減少という共通の課題はあるが、各団体とも地域の伝
統文化・芸能の保存・承継に積極的に取り組んでおり、今後も衰退しないよ
うに支援を継続していく。

学識経験者
等の意見

　伝統文化・伝統芸能の保存のため、今後も支援を継続していただきたい。

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

　市内芸術文化連盟・協会等に対する秋田県芸術文化振興基金やニッセイ財団等による助
成事業の周知のほか、小中学校には子どもたちが質の高い芸術活動を身近に感じられる機
会として文化庁「文化芸術による子どもの育成事業」巡回公演等の周知や取りまとめを行い、
平成３０年度には３校で実施。平成３１年度も申請した５校がすべて採択されている。さらに、
平成３０年度は新規事業で文化庁補助の大館市伝統文化親子教室（地域展開型）を実施し
大変好評であった。

課題等

　「あきた子どもの文化体験促進事業」や「秋田県青少年劇場」など、学校
等が活用しやすい事業について、民間・行政を問わず情報提供に努めて
いく。文化庁補助事業は、２年目として手法を変えて実施予定。

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと未来をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

伝統・芸術・文化の継承と振興を支援する

　芸術文化体験の機会提供は、非常に大事であるので継続していただきたい。また、事務手
続きなどについてより一層のサポートをお願いしたい。

芸術文化に関する事業の積極的な周知・活用

活動内容

　文化庁などが所管する各種事業等を関係団体や文化施設・学校等に積極的に周知、活用
することにより、地域における芸術文化体験の機会を提供する。

点検評価

学識経験者
等の意見
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1 担当課（館）

① 歴史文化課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

② 歴史文化課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

企画（特別）展の開催とホームページを活用した効果的な情報発信

活動内容

　ＨＰの更新や、ツイッター、フェイスブックの情報発信目標を、年間100件と設定して取り組
む。郷土博物館は、前半一部閉館となるが、銀座清澄画廊展、埋蔵文化財センターの展示な
どは継続して開催の予定。展示以外の情報や、ニホンザリガニの飼育情報など、当課の持つ
様々な情報を効果的に発信できるように取り組む。

点検評価

■目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　HPの更新４５回、ツイッター７１件、フェイスブック１０２件の情報発信を行った。ニホンザリガニ
の飼育情報についても、３月には動画を含めHPにアップすることができた。耐震工事中にも銀
座清澄画廊展、埋蔵文化財センターの展示等、予定通り開催し、入館者数の落ち込みを 小
限とすることができた。また風穴館情報を発信したツイッターやフェイスブックの情報発信数は
合計４７０回を超え、You tube(動画)の視聴回数は2,300にも上った。

課題等

学識経験者
等の意見

　若い世代が関心を持ってくれることが重要。目標達成で終わりでなく、継続して情報発信す
ることに力を注いでほしい。

点検評価

□目標を上回る　　□目標どおり　　■目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

　入卵数の目標400個に対し、実績は345個と下回った。原因は会員の高齢化による提供不足
と、いつも以上に寒い気候が原因ではないかと考える。有精卵に対する孵化率は71.4％と目
標をクリアすることができた。
　県の文化財保護室と試験場とは、部局の違いもあり、直接働きかけるには至らなかった。

　新聞、広報、HP、ツイッター、フェイスブックなど様々な媒体での情報発信
が行われる時代となっているが、それぞれがどれだけの効果を上げている
かを確認することは難しい。特にツイッターやフェイスブックは、即時性の高
い媒体なので、こまめな情報発信が必要である。そのため、データのアップ
ロード及び決裁等の手続きが煩雑であることが課題である。

学識経験者
等の意見

重点施策点検・評価表
推進目標

郷土の歴史と文化を学び、大館びとの誇りを醸成する

重点施策

大館の歴史と文化を学ぶ機会を提供し、市民の誇りと自信を醸成する

　三鶏が大館由来であることを知る市民が少ないと感じる。高齢化を打開するには若い人に興
味を持ってもらうしかない。県の試験場との連携は、まず文書等でアプローチしてみるなどして
みてはどうか。挑戦していくことが大事なので、継続して取り組んでください。

秋田三鶏記念館の孵化事業の安定化

活動内容

　入卵数の目標を受け入れ上限である400個に設定し、有精卵の70％を上回る孵化率を目標
として、平成30年３月から６月まで実施する。保存会の高齢化が進んでいることもあり、県の試
験場などとの連携も考えて参りたい。

課題等

　入卵数が２年続けて減少の傾向となっているため、何らかの対策を考える
必要がある。会員の高齢化も大きな要因であるが、この点はすぐに解決でき
る問題ではない。気象条件については、入卵時期を遅らせるなどの対策を
試行してみたいと考えている。
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4

2 担当課（館）

① 歴史文化課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

取組の方向性

□　継続

□　廃止検討

□　単年度

重点施策点検・評価表
推進目標

郷土の歴史と文化を学び、大館びとの誇りを醸成する

重点施策

郷土の伝統文化を継承・普及する活動を支援する

大館市郷土芸能保存協会、大館市文化財保護協会と連携した事業の推進

活動内容

　大館市郷土芸能保存協会に加盟する各団体の芸能の記録保存に努め、発表や公開の機
会を支援する。また、大館市文化財保護協会の事業を支援し、市内に存在する文化財の公開
や保護に努める。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　大館市文化財保護協会の主催する文化財展覧会を補助金を支出し、市内に存在する文化
財の公開や保護に努めた。また、大館市郷土芸能保存協会加盟団体にも補助金を支出し、
文化遺産活用まちづくり実行委員会への参加を働きかけた。また、生涯学習課で開催した伝
統文化親子教室にも郷土芸能保存協会の構成団体の一部が協力することができた。

課題等

学識経験
者等の意見

　公民館や学校と連携し、地域の児童生徒を巻き込んで、伝統文化の伝承を考えていくことが
重要。伝統文化親子教室は、良い試みであると感じる。

　両団体ともに高齢化が進み、独自の事業を継続することが難しい時代を
迎えている。文化遺産活用まちづくり実行委員会への参加により、一つでも
多くの郷土芸能が活性化して、後世に引き継がれて欲しいものだが、自ら
企画運営する力量が求められるため、参入しにくい側面もある。

活動内容

点検評価

□目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

課題等

学識経験
者等の意見
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3 担当課（館）

① 歴史文化課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

② 歴史文化課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

ニホンザリガニ生息地の再生を目指す

活動内容

　天然記念物としてのニホンザリガニ生息地再生を目指し、ニホンザリガニの飼育と繁殖に取り
組み、その技術習得に努める。今年度は抱卵から産卵、稚ザリガニの育成が実現できるように
願っている。また、人工生息地については、実施設計を行い、次年度の工事につなげられるよ
うに取り組む。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　飼育しているニホンザリガニを郷土博物館で公開したほか、長木小、城南小、扇田小に飼育
水槽を巡回展示した。また、ニホンザリガニの増殖にも挑戦し、交接、抱卵、孵化に成功し、年
度末現在で１０匹の稚ザリガニの生息を確認している。人工生息地の実施設計も完成し、次年
度の工事に備えることができた。

課題等

学識経験者
等の意見

　ニホンザリガニは、子どもたちが興味関心を持つ良い素材であると思う。学校巡回展示は、
良い取り組みと感じる。今後も継続できるよう検討をお願いする。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

　新庁舎建設に伴う予定地の発掘調査は、目標通り、10月には完了することができた。１０月１
３日に開催した現地説明会には、１００名を超える市民の参加があり、関心の高さが伺えた。

　水槽によるニホンザリガニの飼育・展示については、是非ともつづけてま
いりたい。稚ザリガニの飼育については、初冬の水温急降下期に死亡率が
上昇したため、ヒーター導入など改善を試みる。また、大館鳳鳴高校生物部
のほか、県内外の水族館など、連携の輪を広げる必要がある。

学識経験者
等の意見

重点施策点検・評価表
推進目標

郷土の歴史と文化を学び、大館びとの誇りを醸成する

重点施策

文化財の保護と調査を進め、歴史的風致の維持向上と地域を支援する

　「大館城に興味はあるが、博物館に出かけるのはちょっと遠い」という市民が多いと思う。将来
的に新庁舎の近くに『歴史館』的な施設を作ることはできないだろうか。財源の事情もあると思
うが、検討してほしい。発掘調査事業は、事業の 後まで継続して確実に調査してほしい。

市内遺跡発掘調査及び記録・出土品整理

活動内容

　新庁舎建設に伴う予定地の発掘調査は、堀部分が671㎡、その他228㎡となっている。矢板
の設置はすでに終わっているので、５月中旬から本格的な調査を始め、10月末の完了を目指
す。今年度も５～６ｍの深さまで調査することになるので安全管理に気を付け、庁舎建設推進
室をはじめ、関係部局と連携をとりながら進める。

課題等

　新庁舎の建物建設予定部分については終了したものの、市民体育館、武
道館の解体、現庁舎解体など、まだまだ事業が続くため、関係部局とは綿
密に協議を重ねながら事業を進める必要がある。また、対市民的には、
様々な調査の結果、現在どのような成果が上がっているか、できるだけ早い
タイミングで情報提供する必要があるが、調査に追われ手が回っていない
のが現状である。
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4 担当課（館）

① 歴史文化課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

② 歴史文化課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

歴史的風致維持向上計画の事業に取り組む民間組織の支援に努める

活動内容

　「文化遺産活用まちづくり実行委員会」の発足が実現し、文化庁の補助事業も採択されたこ
とから、今年度から具体的な事業に取り組むこととなる。事業の主体は、民間の実行委員会で
あるが、事務手続きは歴史文化課が主体的に支援する必要がある。まちづくり課とも連携しな
がら、予定されている事業が順調に進むように支援を行う。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　文化遺産活用まちづくり実行委員会の予定していた事業（ヘリテージマネージャー養成講
座、大館ばやし教則DVD、文化遺産ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ、文化遺産ホームページ 作成など）は、無事に
予定通り実施することができ、実績報告にこぎつけることができた。事業の実施に当たっては、
まちづくり課とも連携を図り、県文化財保護室や文化庁とも十分に協議することができた。

課題等

　歴まち計画のソフト部分を受け持つ事業として期待が高いものの、問題解
決の起爆剤として取り組もうとする文化財関連団体が少なく、更に多くの団
体等の参入を働きかけ、前向きに取り組む雰囲気を作りたい。

学識経験者
等の意見

　高齢化が進む文化財関連団体が、事務が繁雑だからと補助事業に手を上げないのは理解
できる。手助けは大変かと思うが、人的支援を考えると、取り組む団体も出てくると思う。

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

　当事者、市、県、文化庁との連携をとりながら、予定通り実施設計を完成することができた。ま
た、まちづくり課とも連携し、国交省の所管する歴史的風致形成建造物の改修事業と、文化庁
補助事業との調整も行うことができた。

課題等

　次年度はいよいよ、覆屋の改修工事に取り掛かることになる。第一に、重
文本体に影響を与えないように、工事の方法や段取りについて打ち合わせ
を重ねながら、進める必要がある。実施主体(八幡神社）、県、文化庁と事業
内容や予算などについて協議し、遺漏の無いように取り組む。

重点施策点検・評価表
推進目標

郷土の歴史と文化を学び、大館びとの誇りを醸成する

重点施策

歴史的風致維持広報計画に基づき、風致を構成する有形無形の文化財の保全と活用に努める

　大館の貴重な文化的財産。後世に確実に残せるよう保護してください。

重要文化財大館八幡神社の覆い屋改修に取り組む。

活動内容

　重要文化財大館八幡神社を保護するために、かねてから準備してきた覆屋の建て替えにつ
いては、今年度から実施設計に取り組むこととなった。当事者、市、県、文化庁の連携をとりな
がら、次年度以降の事業に支障が出ないように取り組む。

点検評価

学識経験者
等の意見

-２９-
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5

1 担当課（館）

① スポーツ振興課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

2 担当課（館）

① スポーツ振興課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

スポーツ少年団や地域スポーツ指導者の発掘・育成に努める

スポーツ少年団指導者や地域スポーツ振興に資する人財の発掘・育成

活動内容

 　スポーツ少年団の社会体育化によって、指導者の確保が課題である。毎年スポーツ少年団
の指導者研修には多くの保護者が参加され、資格を有し、活動を支えているものの、専門的
な指導者の確保は困難な現状である。各競技団体やスポーツ少年団指導者協議会と連携を
図り、長期的な指導者の発掘・育成に努める。また、地域のスポーツの振興には、スポーツ推
進委員がその役割を大きく担っており、より専門的な指導者が求められている。スポーツ推進
委員への研修機会提供による資質向上や地区公民館との連携により広く人財を求め、スポー
ツ指導者の育成・発掘に努める。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　今年度もスポーツ少年団活動の現地視察を市スポ少本部と実施し、現状把握と指導者要望
に対応してきた。また、市内各スポーツ少年団の活動実態・傾向等を把握し、今後の望ましい
スポーツ少年団活動の基礎資料とするため、市スポ少本部とスポーツ少年団指導者協議会が
アンケートを実施した。地域スポーツ振興へ大きな役割を担うスポーツ推進委員においては、
各地区スポーツ事業へ中心的に参画し振興を図っている。

課題等

　社会体育化６年目を迎えるスポーツ少年団活動であるが、学校団におい
ては保護者父兄の指導者が中心であり、どうしても短期間になりがちであ
る。スポーツ少年団指導者協議会を通じて、引き続き長期的に指導できる
者の育成、定着を図っていく必要がある。

学識経験者
等の意見

　スポーツ少年団指導者の発掘・育成については、他地域の現状把握・比較することが重要。
意欲的に取り組む保護者を、指導者として育成・バックアップすることが、指導の継続に繋がる
と思う。学校団の長所を生かした、大館モデルを模索して欲しい。

重点施策点検・評価表
基本目標

市民スポーツの振興とスポーツ交流の拡充

重点施策

スポーツ関係団体との連携・支援を強化し、生涯スポーツを推進する

スポーツ関係団体との連携・支援

活動内容

　体育施設の指定管理者である体育協会や競技団体と連携を図り、市民のニーズに応えるき
め細かいスポーツ事業を展開する。
　今年で6回目を迎えるチャレンジデーは全市民的に生涯スポーツを推進する大きな機会であ
ることから、さらなる広報・啓発活動を実施し、スポーツの習慣化へのきっかけ作りと位置づけ、
推進する。また、 各種大会等の開催・運営にあたり、主管競技団体の高齢化や会員不足によ
り、従来の取り組みが困難になってきている現状である。各競技団体との意見要望を踏まえ、
人的支援も含め、市スポーツ振興の基盤である競技団体との連携を図っていく。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　市の競技団体を統括し、また体育施設の指定管理者である体育協会と連携を図り、助言、指
導に努めることにより、体育協会の自主事業の開催、チャレンジデーへの参画など、地域単
位、町内単位での生涯スポーツの推進が図られた。
　また、陸協が主管する山田記念ロードレース大会や比内駅伝、スキークラブが主管する市民
スキー大会などにおいて、市又は実行委員会で運営ボランティアの募集・活用することで、人
的支援が図られた。

課題等

　市内の総合型スポーツクラブ（BTO、ひない、たしろ）の活動については、
BTO（ブレージングトルシーダ）はすでに自立し、活動も順調である。後発
のスポーツクラブひない及びたしろスポーツクラブについては、３１年度から
比内・田代地域の体育施設の指定管理者に選定され、両スポーツクラブと
も各種自主事業を計画している。自主事業実施による会員の確保など、自
立に向けて、市として指導、助言に努めたい。

学識経験者
等の意見

　担当課からの各種団体への働き掛けにより、大会運営等の人的支援が図られてことを評価
する。山田記念ロードレース大会が、66回も継続実施できていることは、陸協はじめ関係団体
と適切に連携が図られていると考える。地域単位、町内単位での生涯スポーツの推進も評価
する。

-３０-
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3 担当課（館）

① スポーツ振興課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

4 担当課（館）

① スポーツ振興課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

大会や合宿を誘致し、スポーツツーリズムによる地域活性化を推進する

スポーツ大会や合宿誘致などのスポーツツーリズムによる地域活性化の推進

活動内容

　大型体育施設を活用した、大会、イベント、合宿誘致などのスポーツツーリズムを推進するた
め、より積極的な活動を行う。スポーツイベント誘致を促進するため、補助制度を継続する。ま
た、合宿誘致では、東京、北海道等での直接勧誘や誘致用パンフレット作成・配布を行い、PR
活動に努め、スポーツツーリズムによる地域活性化を図る。

点検評価

□目標を上回る　　□目標どおり　　■目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　東京都、北海道などで競技団体、大学、高校への誘致活動を行ったほか、北海道・東北地
区の大学などへのパンフレット送付及び施設利用可能日の周知など広報活動を実施し、１６団
体（前年比△３団体）、３４４人（前年比△１４人）の利用があった。
　スポーツイベントについては、４月の「バスケットＢリーグ大館大会」（４，４００人）、山田記念
ロードレース大会（１，５５５人）、３月の「バスケットＢリーグ大館大会」（５，５００人）が開催され、
約１１，０００人の誘客が図られた。前年度は、ミニ国体、ベースボールクリスマスで１８、４５０人
の誘客があったため、比較実績では下回ることとなった、その他、７月には日独スポーツ少年
団同時交流事業、８月には日韓ソフトテニス交流事業が実施された。

課題等

　合宿誘致については、平成２８、２９年度利用団体の継続利用と新規利用
団体があったものの、利用団体、宿泊者数とも前年度より減少した。今後
は、ターゲットとして想定される地域での誘致活動や、新たな競技種目や団
体への誘致活動を行う必要がある。
　スポーツイベントについても、体協及び各単協と連携を図りながら、引き続
き誘致を進め、交流人口の拡大を推進する。

学識経験者
等の意見

　合宿誘致について、継続利用（リピーター）を増やし、現行数をキープできるよう頑張ってほ
しい。イベント誘致についても、各種団体と連携して、チャレンジしてほしい。これまでの努力は
認められる。

重点施策点検・評価表
基本目標

市民スポーツの振興とスポーツ交流の拡充

重点施策

2020東京オリンピック・パラリンピックに係るホストタウン事業を推進する

2020東京オリンピック・パラリンピックに係るホストタウン事業の推進

活動内容

　2020年東京オリンピック・パラリンピックの事前合宿誘致に向けて、県と連携し、タイ王国を相
手国としたホストタウン事業を推進する。今年度、９月に日本でバレーボール世界選手権が開
催されることから、出場するタイ王国女子チームの応援事業を実施する。また、タイ王国を訪問
し、誘致活動を展開し、事前合宿視察団の受入れを目指す。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　タイ王国女子バレーボール代表チームの事前合宿の誘致活動を進めてきたが、５月８日に
鹿児島県鹿屋市とタイバレーボール協会が「事前キャンプに関する覚書」を締結したことから、
誘致を断念した。
　７月にパラリンピック競技の事前合宿誘致のため、タイ王国パラリンピック委員会及びタイ王
国脳性麻痺スポーツ協会関係者を招致し、視察を実施した。
　１０月にタイ王国脳性麻痺スポーツ協会と、秋田県及び大館市でパラリンピック競技の「ボッ
チャ競技」と「陸上競技」の事前キャンプ実施に関する覚書を締結した。さらに１２月には、同国
のボッチャ選手を含む関係者を招聘することができ、これに合わせて基本合意書の調印を実
施。より強固な関係構築とともに、パラリンピック競技の体験会を開催することで同国選手を含
む関係者と市民との交流機会を設けることができた。

課題等

　大館市が事前キャンプ地に決定したことにより、代表チームを万全な状態
で送り出せるよう受け入れ体制を構築する。
　事前キャンプ実施のみならず、交流計画に基づき、タイ王国との教育・文
化・スポーツの相互交流事業の取り組みを推進する。

学識経験者
等の意見

　タイ王国女子バレーボール代表チームの事前合宿誘致を断念したものの、同国パラリンピッ
ク競技の「ボッチャ競技」と「陸上競技」の事前合宿の基本合意を締結できたことを評価する。
また、事前合宿を契機として、スポーツのみならず、教育・文化まで交流事業を拡げていること
を評価する。市民へのボッチャ競技の周知、選手団受入れに向けた支援の取り組みに期待す
る。

-３１-
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5 担当課（館）

① スポーツ振興課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

6 担当課（館）

① スポーツ振興課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

多様なニーズに対応したスポーツ・レクリエーション活動の環境整備に努める

花岡総合スポーツ公園及び二ツ山総合公園幼児エリアの整備、老朽化体育施設の統廃合

活動内容

・広域的なスポーツ交流の拠点として、花岡総合スポーツ公園の整備計画（体育館、武道館の
改修）を推進する。
・二ツ山総合公園のアスレチック広場跡地に水遊び場や総合遊具、トイレを設置するなど、幼
児エリアを総合的に整備する。
・スポーツ施設について、利用者の安全性の確保が図れるよう、計画的な改修及び修繕に努
める。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
・花岡総合スポーツ公園において、体育館、武道場の改修整備し、１月１１日にオープニング
セレモニーを開催、利用開始した。
・二ツ山総合公園幼児エリア整備事業において、水遊び施設、休憩所が６月末に完工し、７月
９日一部利用開始し、９月９日までの間に、５，３４３人の利用があった。幼児エリアの芝生、遊
具の敷設などの整備が１１月末で完工し、平成３１年４月に全面オープンした。
・長根山陸上競技場、二ツ山総合公園管理棟のトイレ洋式化の改修を実施した。

課題等

　花岡総合スポーツ公園について、施設整備に向けて整備計画を策定す
る。
　老朽化が進んでいる体育施設について、解体等に伴い、利用者との意見
交換を実施し、利用者の再配置を実施する。

学識経験者
等の意見

花岡総合スポーツ公園の体育館、武道場の改修整備を大きく評価したい。二ツ山総合公園の
整備について、子育て世代が行きたくなるような施設にリニューアルしたことを評価したい。トイ
レ洋式化について、市民の生活様式の変化に対応した施設改修を評価したい。遊具の安全
対策をお願いする。

重点施策点検・評価表
基本目標

市民スポーツの振興とスポーツ交流の拡充

重点施策

近隣市町村と連携し、スポーツ施設の広域利用を推進する

近隣市町村との連携したスポーツ交流の推進

活動内容

　競技力向上やスポーツ機会の提供を図るため、近隣市町村と連携し、スポーツ施設の相互
の広域利用を推進する。近隣市町ならではの体育施設（ニプロハチ公ドーム、パークゴルフ
場、屋内プール、スキー場等）でのイベント等を、連携して互いの活用を検討、スポーツ交流を
推進する。

点検評価

□目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　■目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　秋田県陸上競技協会の要請により、９月に秋田市で開催された「第２３回東北高校陸上選手
権大会」に必要な備品等の貸し出しを行ったものの、施設の広域利用に関する各自治体担当
者部署との協議を実施することができなかった。
　今後、市内体育施設の改修時の代替開催地の要請を行うとともに、プールやパークゴルフ場
等相互利用の取り組みを検討する。

課題等

　少子高齢化、人口減少により各自治体で主要な体育施設を新たに整備
することは困難な状況にあることから、施設の広域利用を推進する。
　大規模なスポーツイベントや互いの施設の有効活用を図るべく、情報共
有し担当部署レベルでの協議を促進する。

学識経験者
等の意見

　評価に係り、目標と活動内容とにずれがないか、方向性を再点検することが必要である。
プール、パークゴルフ場の整備については、多額な費用を要するが、高齢者の健康づくりに観
点を置いた施設整備を検討したらどうか。

-３２-


